
アスパラガスの肥培管理改善 
～立茎後の株管理改善～

                 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（課題番号　６） 
◆活動年次：令和６年度 
◆対　　象：アスパラガス栽培農業者（10戸） 
◆目標事項：立茎後の株管理改善 
◆到達度合：目標GI・根中糖度達成戸数　０戸→２戸（到達度合100%） 
 

１　課題の背景 
　浦河町では定植から10年を超えるアスパラガスほ場が多くなり、減収傾向のほ場が散
見される。そこで基本技術励行のためGI（茎葉生育量）及び根中糖度測定により収量向
上を検討する。 

 

２　活動の経過 
時期 方法 回数 主な内容

３月～12月 個別巡回 延べ25回 定期巡回、栽培技術助言（写真１）

10月～12月 個別巡回 延べ10回 ＧＩ調査、根中糖度測定による生育の診断 （写真２）

６月・11月 栽培講習会 ２回 基本技術の講習、意見交換 （写真３）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３　活動の成果 

 

 

 

　　 

〇生育調査の結果、対象農業者10戸のうち調査農業者３戸を測定した結果、目標GIを確

保が確認できた（表１）。 

〇根中糖度の測定の結果、１戸で目標糖度に未達であった（表２）。このことから、茎葉

の刈り取り時期をもう少し遅らせる必要性が理解された。 

〇収量結果は、前年が記録的な高温の影響により、地域全体で前年に比べ約５割減収とな

ったが、調査農業者３戸の減収割合は、約１割程度に抑制できた（図１）。 

 

４　今後の対応 

継続してアスパラガスの立茎後の株管理改善支援し、収量向上に取り組む。 

 

写真１ 定期巡回の様子

表１ GIの調査結果 表２ 根中調査の結果

図１ 収量結果
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写真２ 根中糖度の測定 写真３ 栽培講習会の様子
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